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魚津市自治振興会連合会第１回定例会 会議録（配布用） 

 

日 時  令和５年７月３日（月）午後６時～午後７時 25分 

場 所  魚津市役所２階第１会議室 

出席者  自治振興会連合会 米澤賢太郎会長、伊藤甚宰副会長、水口富代明副会長、 

馬場均監事、亀沢俊幸監事、大野聡一、高島勝、 

二川正博、本元義明、野村博、伊田正一、谷口慧 

     事務局      小林課長、米島係長、池川係長、石川 

欠席者  自治振興会連合会 冨川茂樹 

 

１．開会 

 米澤会長あいさつ 

 

２．各課からの依頼事項について 

１）令和５年度魚津市タウンミーティングの実施について 

 企画部（情報広報課）から説明 

 ・10月～11月の候補日 18日間を提示して日程調整を依頼。 

 ・タウンミーティングの実施時間は午後７時から２時間程度。開催場所は 13地区の公民

館・コミュニティセンターを基本として依頼。 

 ・都合が悪い日の報告期限を 7/28（金）に修正して改めて各地区にメールで依頼予定。

日程調整結果については遅くても８月お盆前には各地区へお返ししたい。 

 ・各地区から２問程度事前に質問をいただく予定。地域や行政への提言・提案を中心とし

た発言にご配慮いただくよう依頼。 

 ・出席者は市長のほか、関係部局長の出席も可能性あり。 

 ・Youtubeでライブ配信する計画あり。コメント機能も活用し、時間が許せばコメントか

らの質問に対する回答も検討。 

 

２）男女共同参画の推進に関する件 

地域協働課から説明 

・各地域振興会の女性役員の割合を調査依頼。魚津市男女共同参画プラン（第４次）の成

果指標の１つ「女性役員の割合が 30％以上の地域振興会の数」が令和７年度までに全

13地区の 50％とする目標に対する現状把握を行いたい。 

・地区運動会における男女共同参画の推進を依頼。（プログラムへの標語印刷等） 

 

３．会議録の承認について 

 令和５年度総会の会議録について確認し、承認を得た。 
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４．協議事項 

１）研修会視察先について 

・資料１に基づき、日程、視察候補先案等を説明 

⇒移動手段について少しく詳しく説明してほしい。 

・市の予算で、県内視察用のバス費用 150千円を計上している。総会後懇親会時に視察を１

泊でというご意見もあり、１泊の場合にバス借上げ料が市の予算をオーバーする場合に

振興会連合会の予算の執行も検討する必要がある。 

⇒要は市から最大 150千円しか出ないということで理解した。 

⇒各候補地には日程等の事前の打診は行っているのか？ 

・県内候補地はある程度融通がきくかと思って未確認。県外の新潟県村上市、妙高市には市

役所担当者を通じて日程を含めて相談したところ、前向きにお請けいただける感触を得

ている。 

⇒過去に県外へ研修に行ったことがあると思うが何処だったか？ 

・令和元年に山形県川西町、平成 30年に三重県名張市及び近隣自治体へ研修に行ったと記

憶している。 

⇒事務局で概ね調べていることもあり、県外１泊２日の方向で考えてみてはどうか。帰り

はだいぶ遅くなりそうか。 

・行程はまだ組んでいないのでイメージだけだが、休憩がてら研修先以外に立ち寄ったとし

たら、18時とか 18時半頃になりそうかも。うまくいけば 17時～17時半頃になると想定

している。 

⇒新潟県村上市にはなかなか行けないから、村上市内で村上城など時間を使って妙高市

は行かなくても良いのではないか… 

・１日目であれば少し早く出発する行程を組めれば、村上市周辺を見学する時間も確保でき

るかもしれない。宿泊先は村上市内の瀬波温泉が候補にある。 

⇒瀬波温泉は１泊いくらくらいの料金体系か？ 

・インターネットの情報によると週末１人 20,000円はいかないくらいだったと記憶してい

る。 

⇒いろいろ意見はあるかもしれないが、久しぶりに１泊２日の行程として、11/17（金）

～11/18（土）、村上市＋妙高市（姫川原）の線で、次の定例会までに詳細を詰めて提案

してほしい。 

 

２）コミュニティセンター検討委員会の協議状況について 

・資料２に基づき、6/27 第２回検討委員会の内容をもとに共有できたコミュニティセンタ

ー化に向けた基本的方向や今後整理すべき課題、今後のスケジュール等について説明。 

・今後、第３回ワーキンググループ、第３回検討委員会で引き続き協議するとともに 7/19

開催予定の公民館長会議では改めて公民館長にも状況を共有する。 

・８月中旬までには、コミュニティセンター化にかかる各地区の承諾をいただき、併せて職
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員の身分について会計年度任用職員か地域雇用か選択いただく予定。 

・各地区で現在の状況を共有いただきつつ、もし説明が必要であれば市から各地区に出向い

て説明させていただくことも想定している。 

⇒コミュニティセンター化に向けて煮詰まりつつあるが、全て決まっていない状況。皆

さまからご意見があればぜひお聞きしたい。 

⇒雇用（年齢）の問題など、（職員年齢が）経田では 80歳、加積では 70歳というのもい

かがなものかという想いもあり、まだ煮詰めないといけない事項もあると思っている。 

⇒新聞報道にもあったが、富山市の公民館で地域雇用の職員が心身の不調が原因で出勤

できなくなっているとのこと。今まで公民館主事が数人辞めることになったとも言わ

れているが、その要因に公民館長が席を勝手にずらしたことが背景にあるとも言われ

ている。 

⇒このような問題がこれから起きうる可能性もあり、各地域振興会における規約や会則

があると思うが、解任に関する事項なども明記しておかないと対応できないのではな

いかとも感じている。 

⇒民間企業であれば就業規則があり最終的には解任できるが、会計年度任用職員にも何

か問題になった時にそのような適用があるのか。 

・また確認しておく。 

 

３）富山県自治会連合会の令和５年度事業計画について 

・資料３に基づき説明 

⇒県知事要望の件について、この場で概要説明してほしい。 

・例年、富山県自治会連合会の新川ブロックとして今年度から事務局が黒部市になったが、

８月末～９月上旬頃に各自治体の振興会代表が集まり会議を行い、県知事要望の内容に

ついて協議している。としての要望内容を取りまとめ、12 月初旬の県知事要望へつなげ

ている。各地域で県知事要望へつながる案件があればぜひ事務局や定例会で提案・共有い

ただきたい。 

 

５．その他 

① まちづくり交付金の監査等について 

（例年同様、８月中旬～９月上旬頃に監査を実施する予定を依頼。今後、日程調整の案内を

送付予定の旨周知。） 

 

② うおづまちづくりふれあい講座について 

（別添資料で事業紹介。全 63種類の講座。積極的な活用を依頼） 

 

③ 社会に学ぶ「14歳の挑戦」事業の学生受入について 

（7/3～7/8 まで村木、片貝、加積の３地区で東中の学生を受け入れいただいたことを報告
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し御礼を伝える。） 

 

④ うおづウェルビーイングウィークの実施について（定住応援室：池川係長） 

（7/30～8/6関係人口創出・拡大事業として実施。8/3には前野マドカ氏によるトークセッ

ションも実施。地域振興会へ事業紹介とともに参加を呼びかける。） 

 

⑤ じゃんとこい魚津まつり蝶六踊り街流し参加状況 

（8/4開催予定の参加チームの状況を共有。26チーム。地域からは９地区から参加予定） 

 

⑥ 富山県中山間地域チャレンジ支援事業 

（西布施地域振興会が R5～R7年度の３か年が事業採択。取組予定事業を事例紹介） 

 

⑦ 富山県中山間地域集落実態調査 

（市内中山間地域５地区の各集落、地域振興会あてに富山県から直接依頼予定の旨周知） 

 

⑧ 富山県関係人口 1,000万人協働促進事業補助金 

（下期募集開始について別紙資料により周知・情報提供） 

 

その他 

（事務局より２件報告） 

・魚津市本江地域交流センターオープニングセレモニー（テープカット）の件 

 8/1（火）午前９時から実施。13地区の地域振興会長へ招待状を発出予定。ぜひお越しい

ただきたい。 

 

・公共施設の再編について 

 旧小学校の解体や新たな施設整備の利活用について現在の状況を共有。 

平成 30 年によつば小学校に統合。起債の関係上、４地区で公共施設面積を R4 年度まで

に一定程度減らす必要があったため旧上野方小学校を解体。R5 年度中に当該跡地に児童発

達支援センター（つくし学園）を建設予定、業者が決定したところ。その後、同場所に社会

福祉協議会事務所、上野方コミュニティセンター等の複合施設を建設する予定。R5 年度 3

月議会でも現地視察した。 

平成 31年に星の杜小学校に統合。R5年度までに公共施設の面積を減らす必要があり、旧

上中島小学校校舎の解体及び跡地利活用について地元の了解を得て進めている。 

旧松倉小学校は、地元から施設活用の予定で聞いていたが、施設の老朽化もあり一旦解体

して再整備する市の方針を伝えたところ、令和５年３月に地元から了解をいただいたとこ

ろ。旧大町小学校の校舎を一部残し、一部を解体して試掘調査後、新たな施設を建設するこ

とをおおまち未来会議で確認済。 
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旧大町小学校については、おおまち未来会議という場で議論を重ねてきた。6/22 の会議

では、現場は史跡指定を受けているエリアがあり、校舎Ｌ型のうち、県道沿いの校舎はプー

ルとともに解体し、新たなコミュニティセンターを建設予定。大町幼稚園につながる普通教

室棟は、現状の防災資機材の保管に加え、歴史民俗資料収蔵庫として活用する方向で校舎を

残す方向で地元から了解を得た。 

 

⇒全体を通して意見等があればお願いしたい。旧小学校の跡地（利活用）関係は特に問題な

いか。 

⇒旧大町小学校に関しては史跡指定の関係で内堀り・外堀りに触れてはいけないという話

でそこを避けて新たな施設を整備する必要がある。 

⇒旧上中島小学校の状況は？ 

⇒解体については地元として了解したところ。お盆以降に解体に着手する予定。跡地に関し

ては具体的な話として協議は進んでおらず時間をかけて考えていきたい。 

 

６．閉会（19：25） 

 


